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※概要（Summary ）： 

過酸化脂質測定用として、カーボンナノチューブで

被覆した電極を用いた半導体バイオセンサーの開発を

進めている。今回は半導体バイオセンサーに必要なセ

ンサー反応部について微細加工プロセスを利用して試

作し，開発中のセンサーの評価に利用する． 

 

 

※実験（Experimental）： 

6 インチ Si ウエハより切りだしたＳｉ基板（１ｃｍ

×１ｃｍ）上に、接着層としてＴｉ薄膜を、センサー

電極としてＡｕ薄膜を、電子ビーム蒸着装置(ULVAC 

EBX-8C)を用い、種々の条件で成膜した。 

この試料を当社で設計開発・試作をした測定器に搭

載して過酸化脂質（酸化ＬＤＬ）および過酸化水素の

測定評価に用いた。 

 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

Ａｕ薄膜上に酸処理をしたカーボンナノチューブを 

吸着させた。 

血液中の酸化ＬＤＬを検体として酸化ＬＤＬ量を定

量した。結果の一例を図に示す。Ａｕ蒸着膜上にカー

ボンナノチューブが固定化されたセンサーを用いるこ

とによって、検体濃度を上昇するにともない電圧の上

昇が観測された。また、濃度と電圧値にも相関が見ら

れることから、定量測定が種々の濃度に対して有効で

あることがわかった。 
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図 1：酸化 LDL によるセンサー応答電圧


